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を指示した疑いで 2002 年 4 月に県が立ち入り検査を行い，
翌 2003 年 10 月には鹿児島県警が院長らを書類送検（のち





する回答として，厚生労働省は，2002 年 11 月と 2004 年 9
Capacity Estimation of Midwives' School in Japan :
Jukai Maeda
Department of Nursing, Faculty of Nursing, Tokyo Ariake University of Medical and Health Sciences
Abstract : In Japan, the school capacity for midwives was not known.  This is because that capacity of universities 
providing midwifery education was not clear.  The purpose of this study was to estimate how many qualified 
midwives could be trained per year in Japan, and to clarify what was the most limiting factor of producing 
midwives.  A self-reported questionnaire survey was conducted to all midwifery educational facilities in Japan. 
Eighty-three out of 160 returned and its response rate was 52％.  The proportion of midwifery course capacity 
to whole capacity for year was 12.9％ in the school year of 2008. Applying this percentage to all universities  
providing midwifery education, the official capacity for midwifery education should be 2,300 instead of 8,324. 
The most dominant answer to the question, “What is needed to add one more midwife student to admit to 
the program?” was facilities for clinical practice regardless of the type of educational programs, and it was 
considered as the biggest limiting factor to determine the capacity for midwifery education.























約 6,700 人にのぼるという報告を行った 3）．さらに，妊婦
に対する看護師および准看護師への内診を指示したとし





　2004 年末の就業助産師数は全国で 25,257 人（衛生行政




























　調査対象は，平成 18 年度から平成 20 年度までの間に
助産師国家試験受験資格を得られるすべての教育機関と
した．助産師教育機関に対する調査票の送付先は，平成
19 年看護関係統計資料集 9），文部科学省ウェブサイト 10），
WAMNET11）をもとにリストを作成した．対象教育機関は























た（平成 20 年 12 月 24 日：審査番号＃ 21）．
Ⅲ．結 果
回収結果
　41 都道府県から，大学等 54 件（48％），短期大学 5 件
（46％），専門学校 24 件（67％），計 83 件（52％）の回答
を得た．大学等の内訳は，学部が 100 件中 45 件（45％），
助産学専攻科や別科が 7 件（88％），大学院が 2 件（40％）
































計 160 83 51.9
3
わが国における助産師養成可能数の推定
2006 年が 32 件，2007 年が 35 件，2008 年が 39 件であった．
このうち，定員を一定の数値で示している大学は 2006 年
が 28 件，2007 年が 31 件，2008 年が 34 件であった．助産
師養成定員を一定の数値で示していない大学は「定めてい
ない」「若干」「10 名程度」という表現であり，2006 年 4 件，






　2008 年は，全体としては定員が 14.9±8.4 人，在籍者
数が 13.5±8.4 人，卒業者数が 12.5±7.8 人，教員数が 4.5




等が最も多く，平均 4.8 人．次いで専門学校 4.0 人，短期
大学 3.6 人の順であったが，大学は他の教育機関の 2 倍以
上の標準偏差を示した．実習施設数は教育機関別に大きな
差はない．学生 1 人あたり分娩介助数は大学等が 10.4±
1.8 件，短期大学が 9.8±0.5 件，専門学校が 10.1±0.4 件
であり，大学の標準偏差が他に比べて大きいものの，平均
表 2　大学学部の助産師養成定員



































総計 45 45 45
表 3　教育機関別助産師課程定員等平均および標準偏差の年次推移
2006 年 2007 年 2008 年
M SD M SD M SD
大学等 n ＝ 36 n ＝ 41 n ＝ 6
助産師課程 1 学年定員 11.9 8.5 11.9 8.2 11.3 6.7
助産師課程 1 学年在籍者数 10.0 7.1 9.7 6.6 9.4 6.3
助産師課程卒業者数 9.3 5.8 9.1 4.8 8.4 4.6
助産師課程教員数 5.0 2.5 5.0 2.5 4.8 2.3
利用実習施設数 4.8 3.9 5.3 4.0 5.1 3.9
学生あたり分娩介助数 10.3 1.5 10.6 1.9 10.4 1.8
短期大学 n ＝ 4 n ＝ 5 n ＝ 5
助産師課程 1 学年定員 15.0 7.1 15.8 6.3 16.0 6.5
助産師課程 1 学年在籍者数 17.3 7.6 17.5 7.4 19.0 7.7
助産師課程卒業者数 17.3 7.6 16.8 7.0 18.8 7.7
助産師課程教員数 3.3 0.5 3.2 0.4 3.6 0.9
利用実習施設数 4.0 2.4 5.6 3.7 5.2 2.9
学生あたり分娩介助数 9.6 0.4 9.8 0.5 9.8 0.5
専門学校 n ＝ 21 n ＝ 21 n ＝ 23
助産師課程 1 学年定員 21.2 7.4 21.9 7.5 22.0 7.5
助産師課程 1 学年在籍者数 18.7 6.7 20.1 7.4 20.3 7.3
助産師課程卒業者数 18.0 7.0 19.5 7.3 19.3 7.3
助産師課程教員数 3.5 0.7 3.7 0.8 4.0 0.9
利用実習施設数 5.2 3.0 5.6 3.2 5.9 3.5
学生あたり分娩介助数 9.9 0.4 10.0 0.4 10.1 0.4
全体 n ＝ 61 n ＝ 67 n ＝ 74
助産師課程 1 学年定員 15.3 9.1 15.3 9.0 14.9 8.4
助産師課程 1 学年在籍者数 13.5 8.1 13.5 8.4 13.5 8.4
助産師課程卒業者数 12.9 7.6 12.8 7.5 12.5 7.8
助産師課程教員数 4.4 2.1 4.4 2.1 4.5 1.9
利用実習施設数 4.9 3.5 5.4 3.7 5.3 3.7





学校が 20 ～ 24 人階級をピークとする単峰型の分布，大学
等が 10 ～ 14 人階級をピークとする単峰型の分布，短期大





いし 0.62 であるのに対し，教員数は 0.42 ないし 0.48，分
娩介助数は 0.12 ないし 0.15 であり，教員数および分娩介
助数は他の項目に比べてばらつきが小さかった．実習施設





































　異なる 2 つの前提で同様の試算を 2007 年について行う







あり，大学等 47 件中 25 件，短期大学の全数 5 件，専門学
校 23 件中 15 件，全体として 75 件中 45 件が筆頭に挙げて
いた．以下，教員 18 件，予算 3 件，実習指導者 3 件とい
う順であった．第 2 位に挙げられたものの中で最も多かっ
たのは教員であり，大学等 47 件中 17 件，短期大学 5 件中
4 件，専門学校 23 件中 8 件，全体として 75 件中 29 件と
いう結果であった．以下，実習施設 20 件，実習指導者 12
件という順であった．第 3 位に挙げられたものの中で最も
多かったのは予算であり，大学等 47 件中 6 件，短期大学
表 4　助産師養成キャパシティ推計値
2006 年 2007 年 2008 年
項目 計算式 数値表示 在籍数で 数値表示 在籍数で 数値表示 在籍数で大学のみ 補完 大学のみ 補完 大学のみ 補完
当該大学数 27 31 31 35 34 39
回答した大学の入学定員 a 1,975 2,235 2,490 3,470 2,815 3,470
回答された助産師定員 b 308 334 346 368 364 390
助産師定員割合 c ＝ a/b＊100％ 15.6 14.9 13.9 10.6 12.9 11.2
全入学定員 d 8,324 8,324 8,740 8,740 9,120 9,120
助産師課程をもつ大学定員 e 7,169 7,169 7,663 7,663 7,933 7,933
助産師課程をもつ大学の助産師
養成キャパシティ推計 f ＝ e＊c 1,118 1,071 1,065 813 1,026 892
助産師養成キャパシティ推計 g ＝ d － e ＋ f 2,273 2,226 2,142 1,890 2,213 2,079
5
わが国における助産師養成可能数の推定
5 件中 1 件，専門学校 23 件中 6 件，全体として 75 件中 13
件という結果であった．以下，実習指導者 11 件，教員 8
件という順であった．
Ⅳ．考 察




数」が「大学・大学院は平成 9 年では 1 学年定員数が 1,380
人であったが，平成 18 年では 7,264 人で 5,884 人の激増
（p.21）」とした上で，「平成 18 年の 1 学年定員総数は 8,324
人になっていながら，国家試験の受験者数が 1,700 から












































































4 月入学制で 1 年課程のカリキュラムの中である時期に実
習期間が集中してしまう弊害を緩和するための方策として
は，9 月入学や 10 月入学など 4 月以外の入学月を設ける
ことが考えられる．この際に最も問題となるのが現在 1 年
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